
　(3) 固定資産の減価償却の方法

　　　① 車両運搬具及び什器備品
　　　　 定額法によっている。

　　　② ソフトウエア
　　　　 法人内における利用可能期間（５年）に基づき定額法によっている。

　(4) 引当金の計上基準

　　　① 賞与引当金

　　　　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上し
　　　　ている。

財務諸表に対する注記

１　重要な会計方針

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券は、償却原価法（定額法）によっている。

　(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　個別法による原価法（収益性の低下による簿価切り下げの方法）によっている。

　　　② 退職給付引当金

　　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

　　　③ リース資産
　　　　 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　　　　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　　　　　職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、当期末におい
　　　　て発生していると認められる額を計上している。

　(5) キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　　　キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引
　　　き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価格変動について僅少なリスクし
　　　か負わない取得日から3ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっている。

　(6) 税効果会計の適用について

　　　　税引前の当期一般正味財産増減額と法人税等の金額を合理的に期間対応させ、より適正
　　　な当期正味財産増減額を計上することを目的として税効果会計を適用している。

　(7) 消費税等の会計処理
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　子どもフェスタ積立資産
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(56,392,665)
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科　　目

２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

0 0

11,444,695

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

167,000 500,000,000

0

19,170,000

52,248,879

0 0

498,044,000

500,000,000 167,000

112,000,000

4,143,786 0

118,000,000

　投資有価証券

小　　計

特定資産

　退職給付引当資産

　新宿歴史博物館･文化センター
  周年事業積立資産

基本財産

　定期預金

当期末残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

0 167,000 1,789,0001,956,000

前期末残高 当期増加額 当期減少額

(うち指定正味財
産からの充当額)

498,211,000

当期末残高

－ (56,392,665)

167,000

0

15,000,000

6,000,000

(うち負債に対応
する額)

(うち一般正味財
産からの充当額)

－

56,392,665

19,170,000

185,341,545

－

387,904,210

885,425,992 14,089,913 11,611,695 887,904,210

13,922,913

－

15,000,000

112,000,000

－

－

－

(500,000,000)小　　計

181,007,113

　退職給付引当資産

　新宿歴史博物館･文化センター
  周年事業積立資産

　投資有価証券

(1,789,000)　定期預金

特定資産

　固定資産取得積立資産

　新宿ｼﾃｨﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ積立資産

500,000,000

185,341,545

56,392,665

387,904,210

３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

(単位：円)

－

－

小　　計

887,904,210合　　計

　新宿ｼﾃｨﾊｰﾌﾏﾗｿﾝ積立資産

　子どもフェスタ積立資産

5,444,695

1,789,000

498,211,000

385,425,992

科　　目

9,779,127

合　　計

　固定資産取得積立資産

小　　計

(498,211,000)

基本財産



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

(単位：円)

当期末

残高

新宿区 - -

文化庁 - -

公益財団
法人東京
都歴史文
化財団

- -

一般財団
法人地域
創造

- -

独立行政法人
国立青少年教
育振興機構

- -

- -

交付者

補助金

(単位：円)

貸借対照表上の
記載区分

-466,603,711

473,911,310

100,000,000 100,480,000 480,000

-

365,400,000

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

当期増加額
前期末
残高

-

当期減少額

2,644,500

195,354,831

補助金等の名称

　｢生活者としての外国
 人｣のための日本語教育
 事業

利付国庫債券20年125回

利付国庫債券10年338回

地方公共団体金融機構債10年98回

合　　計

　公益財団法人東京都歴
　史文化財団共催負担金

2,820,000 2,820,000

466,603,711

125,626,963

ソフトウエア

116,839,000

評価損益帳簿価額

５　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

5,914,512

85,227,097

498,211,000 615,050,000

種類及び銘柄

利付国庫債券20年114回

合　　計

車両運搬具 4,950,500

当期末残高

2,447,730

取得価額

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

1,994,000 1,994,000 -

　子ども夢基金 720,000 720,000 -

合　　計 473,911,310 -

(単位：円)

2,502,770

　地域の文化･芸術活動
  助成事業助成金

1,773,599 1,773,599

　新宿区補助金

４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

8,462,000利付国庫債券10年313回

６　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

什器備品

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

168,723,565236,590,252

71,867,813 53,759,150

79,481,802 5,745,295

199,998,000 208,460,000

1,392,640,000

66,929,331298,470,669

100,605,500 103,250,000

1,197,285,169

67,866,687

時価

減価償却累計額

14,871,180

科　　目

リース資産 20,785,692



　　　　該当なし。

９　リースにより使用する固定資産

　(1) ファイナンス・リース取引

　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引

　　　リース資産の内容

　　　　その他固定資産

　　　　

（単位:円）

10,667,000

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。　

（単位：円）

７　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

10,667,000

　基本財産受取利息計上による振替額

現金預金勘定

内　　容

賞与引当金

393,828,324

　繰延税金資産（固定資産）

　繰延税金資産合計

８　キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

１０　税効果会計関係

　(2） 重要な非資金取引

394,047

　繰延税金資産（流動資産） 4,244,348

退職給付引当金損金算入限度超過額

2,856,543

経常収益への振替額

合　　計

1,387,805

△ 198,044,000預入期間が3ヶ月を超える定期預金

現金及び現金同等物 現金及び現金同等物506,382,509

　                                                                    (単位：円)

　(1） 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている金額との関係は以下のとお
　　　 りである。

金　　額

　(1) 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

未払事業税否認

当期末

704,426,509 592,039,324

預入期間が3ヶ月を超える定期預金 △ 198,211,000

現金預金勘定

前期末

　地域センターにおける受付システム及び情報端末（什器備品）、新宿コズミックセン
　ター駐車場発券機及び全自動料金精算機リース（什器備品）及び新宿歴史博物館
　カラー印刷機（什器備品）である。

394,047

4,638,395



退職給付引当金 4,143,786

38,738,376

0

科　目 期首残高 当期増加額
当期減少額

目的使用

38,738,376

　　基本財産及び特定資産の明細については、財務諸表に対する注記２．基本財産及び特定資産
　の増減額及びその残高に記載している。

56,392,665

その他
期末残高

(単位:円)　

附属明細書

　(3) 金融商品のリスクに係る管理体制

賞与引当金

２．引当金の明細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１．基本財産及び特定資産の明細

52,248,879

045,703,295

0

　　　③ 市場リスクの管理
　　　　 債券については、時価を定期的に把握し、理事会に報告する。

45,703,295

１１　金融商品の状況

　(1) 金融商品に対する取組方針

　(2) 金融商品の内容及びそのリスク

　　　② 信用リスクの管理
　　　　 債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。

　当法人は、公益目的事業の財源を運用益によって賄うため、債券により資産運用する。な
お、デリバティブ取引は行わない方針である。

　投資有価証券は、債券であり、発行体の信用リスク、市場価格の変動リスクにさらされて
いる。

　　　① 資金運用規程に基づく取引
　　　　 金融商品の取引は、当法人の資金運用規程に基づき行う。


